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平
成
十

一
年
第
五
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
が
九
月
八
日
に
招
集
さ

れ
、
会
期
を
同
二
十
二
日
ま
で
の
十
五
日
間
と
決
定
し
、
直
ち
に
審

議
に
入
り
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
の
報
告
が

一
件
、

平
成
十
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
な

ど
の
認
定
が
十
三
件
、
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
な
ど
の
議
案
が
十
五
作
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
諮
問
が
四
件
、
そ
の
他
陳
情
八
件
、
意

見
書
六
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
八
日
は
、
会
期
を
決
定
し
た
後
、
報
告

一
件
を
受
理
し
、

認
定
十
三
件
が
上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
、
質
疑
が
行
わ
れ
た

後
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
会
付
託
と
し
ま
し
た
。

（決
算
特
別
委
員
会
の
構
成
は
別
記
の
と
お
り
）

次
に
、
「専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
が

上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
、
質
疑
の
後
、
直
ち
に
採
決
に
入
り
、

原
案
の
と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。
続
い
て

「平
成
十

一
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
二
号
と

な
ど
議
案
十
二
件
が
上
程
さ
れ
、

提
案
理
由
の
説
明
、
質
疑
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に

付
託
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
各
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
八
件
に

つ
い
て
も
所
管
の
委
員
会
に
付
託
し
、
翌
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
を

休
会
と
し
ま
し
た
。

十
六
日
に
は
本
会
議
が
再
開
さ
れ
、
十
六
日

・
十
七
日
の
両
日
に

わ
た
り
十
四
人
の
議
員
が
市
政
各
般
に
わ
た
り

一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

（
一
般
質
問
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
別
記
の
と
お
り
）

十
八
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
を
休
会
と
し
、
こ
の
間
、
各
常
任
委

員
会
に
お
い
て
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
、
陳
情
等
に
つ
い
て
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

二
十
二
日
に
本
会
議
を
再
開
し
、
初
め
に
認
定
十
三
件
な
ら
び
に

陳
情
二
件
を
開
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
付
託
議
案
に
つ
い
て
の
審
査
経
過
、

結
果
が
報
告
さ
れ
、
委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
、
討
論
の
後
採
決

を
行
い
、
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
意
見
書
案
六
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「平
成
十

一
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
四

号
ご

が
上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、

採
決
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
人
事
案
件
と
し
て

「教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
」

一
件
、
「人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
」
四
件
が
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
任
命
お
よ
び
推
薦
す
る

こ
と
に
同
意
し
、
今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
事
件
を
全
て
議
了
し
て

定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。
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下
墓

忠
彦
　
氏

河
野

美
代
子
氏

池
尾

正
彦
　
氏

長
谷

嘉
雄
　
氏

（阿
納
）

（府
中
）

（遠
敷

一
丁
目
）

（奈
胡
）

藤
田
俊
雄
　
氏

8 日

9日 ～ 1 5日

1 6日- 1 7日

1 8日～2 1日

2 2日

本会議

会期決定、報告受理、議案上程 (認定)、

質疑、決算特別委員会設置および

委員会付託 (認定)

決算特別委員会委員選任

議案 (専決処分)上 程、質疑、承認

議案 (予算 ・条例等)上 程、質疑

委員会付託 (議案 ・陳情)

休 会

本会議 (一般質問)

休 会 (委員会審査)

本会議

閉会中の継続審査、常任委員長報告、

質疑、討論、採決、意見書案上程、採決

議案 (予算,人事)上 程、採決

【報
生
ユ

報
告
第
１２
号

【認
定
】

認
定
第
１
号

認
定
第
２
号

認
定
第
３
号

認
定
第
４
号

認
定
第
５
号

認
定
第
６
号

認
定
第
７
号

認
定
第
８
号

認
定
第
９
号

認
定
第
１０
号

認
定
第
１１
号

認
定
第
１２
号

認
定
第
１３
号

【韓
案
】

議
案
第
７３
号

議
案
第
７４
号

議
案
第
７５
号

議
案
第
７６
号

議
案
第
７７
号

議
案
第
７８
号

議
案
第
７９
号

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
）

平
成
１０
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１０
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

平
成
１０
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

平
成
１０
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１０
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１０
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１０
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１０
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

平
成
１０
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

平
成
１０
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１０
年
度
小
浜
市
地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

平
成
１０
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１０
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成
Ｈ
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
と

平
成
１１
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）

平
成
１１
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
１１
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

平
成
Ｈ
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
１１
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

小
浜
市
退
隠
料
等
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
お
よ
び
昭
和
三
五
年

三
月
三

一
日
以
前
に
給
付
事
由
が
発
生
し
た
退
隠
料
等
の
年
額
の
改
定
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

市

長

一報
告
受
理

継
続
審
査

クク

原
案
承
認

原
案
可
決

クク

/ / / / ク/ / / / / / ク // / / / / ク/ / / / // //

ク ク / / ク / /ク  ク// ク  //
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【永
年
在
職
二
十
五
年
】

松
尾

深
谷
　
〓晃
勝
　
議

！員

岡
本

岡J 治

議 前
議
！員

議
案
第
８０
号

議
案
第
８‐
号

議
案
第
８２
号

議
案
第
８３
号

議
案
第
８４
号

議
案
第
８５
号

議
案
第
８６
号

議
案
第
８７
号

諮
問
第
１
号

諮
問
第
２
号

諮
問
第
３
号

諮
問
第
４
号

【際
情
】

陳
情
第
５
号

陳
情
第
７
号

陳
情
第
８
号

陳
情
第
９
号

陳
情
第
１０
号

陳
情
第
１１
号

陳
情
第
１２
号

陳
情
第
略
号

陳
情
第
１４
号

【意
見
書
】

意
見
書
案
第
３
号

意
見
書
案
第
４
号

意
見
書
案
第
５
号

意
見
書
案
第
６
号

意
見
書
案
第
７
号

意
見
書
案
第
８
号

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

福
井
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

小
浜
漁
港
区
域
内
の
公
有
水
面
埋
立
に
つ
い
て

内
外
海
漁
港
区
域
内
の
公
有
水
面
埋
立
に
つ
い
て

小
浜
市
道
路
線
の
認
定
、
変
更
お
よ
び
廃
止
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
４
号
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
実
施
に
対
す
る
陳
情
書

道
路
財
源
確
保
に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て

公
務
員
労
働
者
の
新
賃
金
早
期
決
定
に
関
す
る
陳
情
書

聴
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
を
制
限
す
る
欠
格
条
項
の
早
期
改
正
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

「じ
ん
肺
り
患
者
の
救
済
と
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
を
求
め
る
」
陳
情
書

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
陳
情
書

小
中
高
等
学
校

「
抑
人
以
下
学
級
」
の
推
進
等
を
求
め
る
陳
情
書

戦
後
最
悪
の
一尾
用
情
勢
の
も
と
で
、
一層
用
の
創
出
と
失
業
者
の

生
活
保
障
を
求
め
る
陳
情
書

「乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
を
国
と
し
て
お
こ
な
う
こ
と
を
求
め
る
」
意
見
書

提
出
の
陳
情
書

道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

公
務
員
労
働
者
の
新
賃
金
早
期
決
定
に
関
す
る
意
見
書

聴
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
を
制
限
す
る
欠
格
条
項
の
早
期
改
正
を

求
め
る
意
見
書

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

小
中
高
等
学
校

「
３０
人
以
下
学
級
」
の
推
進
等
に
関
す
る
意
見
書

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
制
度
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書

/ / / / / / / / / / / / ク/ / / / / / / / / /

原
案
同
意

クククク

同我

ク //

員

/ / ク / / / /
回

// // ク

体

ク ク

寮
督

継
続
審
査

採

択
ク

不
採
択

採

択

原
案
可
決

クク / / / / ク/ / ク / /
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9月定例会の一般質問は、9月 16日・17日

の両日に行われ、池尾議員をはじめ、山本、

水尾、西本、済水、石野、宮崎、杓子、小堂、

荒木、中村、池田、富永、岡尾の各議員が市

政各般にわたり質問を行いました。

(質問と答弁の主な要旨は次のとおり)

登

(仮称)近 畿自動車道敦賀線 飯盛 トンネル付近

〔
Ч
に
範
約
一
許
雛
勤
勇
緩
輸
雁

設
さ
れ
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間

（総
合
学
習
）
へ
の
取
組
み
に
つ

い
て
次
の
点
を
お
尋
ね
す
る
。

①
学
習
内
容
の
と
ら
え
方
と
各
学

校

へ
の
指
導
方
法
に
つ
い
て

②
新
学
習
指
導
要
領
実
施
に
よ
る

学
校
教
育
方
針
の
再
検
討
に
つ
い

て
Ａ
Ａ
拘
端
玲
帥
耽
憐
弾
拘
謝
螂
祉

見
つ
け
、
学
び
、
考
え
、
主
体
的

な
判
断
に
よ
る
問
題
解
決
の
資
質

や
能
力
を
育
て
る
こ
と
。

②
も
の
の
学
び
方
や
考
え
方
を

身
に
つ
け
、
問
題
の
解
決
や
探
求

活
動
に
主
体
的
、
創
造
的
に
取
り

組
む
態
度
を
育
て
、
自
己
の
生
き

方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
と
示
さ
れ
て
い
る
。

本
年
度
は
、
子
ど
も
の
主
体
性
を

生
か
す
時
間
に
す
る
こ
と
、
各
学

校
の
特
色
を
生
か
す
時
間
に
す
る

こ
と
の
二
点
の
共
通
理
解
で
取
組

み
を
お
願
い
し
て
い
る
。

②
教
育
方
針
の
再
検
討
に
つ
い
て

は
、
方
針
の
三
本
柱

「考
え
出
す

頭
づ
く
り
、
た
た
え
る
心
づ
く
り
、

た
く
ま
し
い
運
動
能
力
づ
く
り
」

に
基
づ
き
、
新
し
い
教
育
課
程
に

つ
い
て
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
、

教
育
方
策
に
つ
い
て
は
、
ゆ
と
り

の
中
で
生
き
る
力
を
育
む
教
育
活

動
を
実
戦
で
き
る
よ
う
再
検
討
も

含
め
取
り
組
み
た
い
。

Ｑ

螺

欲

斑

菱

爾

牲

①
非
常
勤
職
員
二
人
体
制
の
現
状

と
問
題
点
に
つ
い
て

②
地
域
に
お
け
る
公
民
館
の
あ
り

方
に
つ
い
て

③
施
設
と
し
て
の
今
富
公
民
館
の

建
物
の
現
状
に
つ
い
て

Ａ
Ａ
的
略
地
雑
印
略
賊
湘
北
ル
神

勤
館
長
を
常
勤
館
長
と
し
、
事
務

補
助
員
と
の
二
名
体
制
と
し
た
。

従
来
は
館
長
が
常
時
い
な
い
た

め
、
市
民
の
要
望
に
即
座
に
対
応

で
き
な
い
な
ど
の
欠
点
が
あ

っ

た
。
し
か
し
館
長
が
常
勤
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
要
望
も
常
に
把

握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在

で
は
ど
の
公
民
館
も
順
調
に
行
事

を
進
め
て
お
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
落
さ
な
い
よ
う
努
力
し
て
い

る！
。
今
後
の
運
営
、
活
動
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
の
要
望

・
意
見

を
き
め
細
か
く
聞
き
な
が
ら
地
域

の
諸
問
題
に
共
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
し
た
い
。

②
公
民
館
は
住
民
の
心
の
豊
か
さ

づ
く
り
を
援
助
し
、
学
習
社
会
の

拡
大
を
図
り
な
が
ら
地
域
の
生
活

環
境
の
向
上
の
た
め
に
、
人
づ
く

り

。
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

文
化
振
興
、
社
会
福
祉
の
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
運
営
し

て
い
る
が
、　
一
方
で
役
所
の
行
政

事
務
を
司
る
部
分
も
あ
り
、
社
会

教
育
施
設
で
あ
る
と
共
に
市
役
所

の
窓
口
的
な
役
割
も
果
た
し
て
い

る
。
地
区
公
民
館
で
は
、
地
域
の

独
自
性
を
生
か
し
、
地
区
の
カ
ラ

ー
を
出
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
る
。

③
今
富
公
民
館
は
建
築
か
ら
二
十

一
年
が
経
過
し
て
い
る
。
当
地
区

は
急
速
に
宅
地
化
が
進
み
、
人
口

が
急
激
に
増
加
し
て
現
在
に
い
た

っ
て
い
る
。
地
区
の
行
事
で
は
ホ

ー
ル
に
入
り
き
れ
な
い
こ
と
が
あ

る
と
聞
い
て
お
り
、
今
後
、
第
四

次
総
合
計
画
を
策
定
す
る
中
で
検

討
し
た
い
。
ま
た
、
防
災
計
画
の

中
で
、
今
富
地
区
に
つ
い
て
は
、

今
富
小
学
校
と
今
富
公
民
館
の
二

施
設
を
避
難
所
と
し
て
指
定
し
て

い
る
。

Ｑ
堪
箱
薙
豪
覇
社

①
進
捗
状
況
に
つ
い
て

②
開
通
後
の
本
市
に
お
け
る
問
題

点
の
把
握
と
対
策
に
つ
い
て

Ａ
Ａ
却
瑚
斡
朧
均
雛
幌
報
嬢
齢
徹

命
令
区
間
の
舞
鶴
東
イ
ン
タ
ー
か

ら
岡
津
の

（仮
称
）
小
浜
西
イ
ン

タ
ー
間
で
は
、
用
地
買
収
率
九
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
、
工
事
発
注
率
は

八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
。
本
市
で
も
鯉
川
区
で

（仮
称
）

飯
盛
ト
ン
ネ
ル
エ
事
の
安
全
祈
願

祭
が
九
月
二
日
に
行
わ
れ
本
格
的

な
工
事
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
区
問

の
完
成
に
つ
い
て
は
平
成
十
四
年

度
を
目
標
と
し
て
い
る
。
第
十
三

次
施
行
命
令
区
間
の
岡
津
か
ら
府

中
間
に
つ
い
て
は
、
中
心
線
測
量

が
大
半
の
区
間
で
終
了
し
、
設
計

協
議
の
準
備
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

残
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
る
。
府

今富公民館


